
3月 1日（第一日曜日）： 
小原本陣の森/森林整備、担い手育成、技術向上。 
　　　持続的森林経営：弁当持参。参加費：４００円 
3月15日（第三日曜日）： 
相模湖・嵐山の森/里山交流、多様な森林活動。 
　　　主食・自分のお椀・箸・飲料水は持参。参加費：４００円 
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　緑のダム・森の学校
「相模湖・嵐山の森」全体が
既に「緑のダム・森の学校」
として機能している !
　当会活動林「嵐山の森」の入り口、
市道沿いに10零級～12零級（50～60
年生）の杉林があります。昨年、１.1ha
強（約350坪）を協力協約制度により
間伐して林内乾燥９か月を経過して、今
年１月からこの間伐材の搬出に取り組
み始めました。 
　石井会員を搬出班長として、いろんな
試行錯誤だったでしょうが、搬出班は
随分と苦心して搬出木道を作りました。
この日の朝礼で石井班長は「今日、10

本程度は出す予定です」と言いました。
私は午前中、基地周りの清掃・整理整
頓をして午後、搬出現場を見に行きま
した。既に、４m材・約20cm径の伐出
木12本が道路沿いの木場（集材場）に
出ていました。搬出作業の一部始終を
見せてもらいましたが、林中から急こ
う配の木道を下げおろす搬出作業班の
作業振りは慎重・機敏、安心して見て
おれました。その後、花畑班、木工班、
ノバの森・ノバ搬出材置き場、望星・な
みすけの森と見て回りました。活動終
了・終礼後の帰り道、市道沿いの搬出
材仮置き場には計画を上回る三十数本
が山積になっており、その場から見上

げた杉林斜面は、髭剃りあとの好い男
の表情をしていました。 
　1月最初の活動後、実施した参加者全
員の今年の抱負は、年齢を問わず深い
内容を伴うものでした。「“緑のダム・
森の学校”に取り組みたい」と言う会員
もいました。考えようによっては斎藤
会員の“緑のダム・体験学校”のノウハウ
が積みあがってきており、校舎はない
が「嵐山の森」全体が既に「緑のダム・
森の学校」として機能しています。いろ
んな大学からの若者たちの参加も徐々
に増えており、この森から巣立つ若者の
多くが森林・林業に進んでおり森林NPO
冥利に尽きます。 

石村　黄仁（本会、代表理事）

March 2015 No.391-392
３月号の１枚：Forest Novaの卒業生たち
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[定例活動]小原本陣の森 

2月1日（第一日曜日） 
!
　 2月１日に行われた小原定例活動
では、前回までの活動で確かめたハ
イキングコースに設置する道標作り
を、参加者全員で行いました。この
道標は、小原の山のハイキングコー
スは、道がわかりにくいものや分岐
点が多く迷いやすい為、迷わないた
めの目印として設置しようというこ
とになりました。実際、今までの定
例活動時のハイキングコースの確認
作業では、途中で道がわからなくな
り何度も迷ってしまっていました。 
　 活動当日、山には前の週に降った
雪が、まだたくさん残っていて拠点
近くの気温はずっと0度のままでし
た。作業の方は２人一組、手作業で

行い１メートルと1メートル50セン
チの丸太を端から30～40センチほ
ど、切った面と面が直角よりもやや
鋭角になるように縦に2ヶ所切りま
した。私が加工を行った丸太は、1
メートルと他の丸太よりも短かった
のですが、節が多くなかなか切るこ
とが出来ず、午前中に片面も終わり
ませんでした。昼休みまでは、丸太
を寝かせて切っていたのですが、丸
太の上に乗って固定するには１メー
トルでは短く不安定なままで切りに
くかったので、午後からは丸太を立
てて切ることにしました。立てかけ
て切ってみると、丸太が自分の目線
に近くなり前屈みの姿勢になること
がないので、のこぎりを使うときに
力が入りやすく、作業のスピードが
上がり、無事に2ヶ所切り終えるこ
とができました。しかし、切った面

と切っていない面の間を滑らかにす
ることができなかったので、とても
不格好な見た目になってしまいまし
た。この日は全体で7本作ることが
できましたが、チェーンソーの調子
が悪く、手作業で行っていた為、断
面がかなり粗くなってしまいまし
た。そのため、また新たに道標を作
る場合は、チェーンソーを使えるよ
うにして、それを用いて作業をする
ことになりました。 
　 今回の作業が思うように行かなか
ったのは、手作業で行ったことや節
が多かったことの他に、雪が降った
為に丸太が水分を多く含んでいたこ
とが原因だと思いました。次回から
は、材管理の徹底や作業前日に雨な
どが降っていない日に決行するな
ど、対策していきたいです。 
　 今回の活動で同じ作業でも少しや
り方を変えるだけで、作業効率や疲
れがとても違うとわかったので、今
後の活動では、その日に行う作業が
どんな方法でやるのが適切なのかを
判断して行えるようになりたいと思
いました。 !

中嶋　竜太（Forest Nova） 

[定例活動]相模湖嵐山の森 

2月15日（第三日曜日） 
!
　昨年２月の活動日は思いがけない
大雪のため中央線高尾駅までしか電
車が行かず、近くの公民館で勉強会
を開くこととなった。そんな悪条件
をものともせずに多くの参加があ
り、会員の森への熱い思いを改めて
強く感じた記憶がある。今日はその
時とは打って変わっての素晴しい晴
天。参加５７名の力が思い切り発揮
できることだろう。 

　嵐山の玄関口であるお花畑ではこ
れから降るかもしれない雪に備えて
モッコウバラのアーチの修復・補強
を行っている。班長である丸茂さん
の指導のもと作業は着実に進む。春
の花景色がいまから楽しみである。
森林整備班は先月に引き続き間伐材
降ろし。どういう訳かいつもは活動
の受付を担当している伊藤さんが加
わっている。力の要る作業ではある
ものの、楽しそうな笑顔が印象的。
一方、班長の川田さんは日がな一
日、チェーンソーの点検・整備に
黙々と取り組んでいた。まさに縁の
下の力持ちである。 

　 さて、いつもは多い高井戸中の参
加はＯＢを入れて５名と今回は少な
め。しかし、フォレストノバは総勢
２７名。早稲田大、法政大、学芸
大、東京農大の学生たちも加わって
賑やかである。来月の定例活動日が
麻布大学の卒業式に重なるため、４
年生は最後の参加となる。作業の
前、その４年生たちに卒業記念のプ
レゼント（写真を貼ることのできる
コルクボード）贈呈があった。例年
の行事だそうだが、心温まる光景で
ある。その後は森林散策、間伐、木
工、カブトムシ牧場用の落ち葉集め
を行った模様。



近況報告
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[報告１]  
嵐山でのお箸作り会 !
　2月6日（金）、相模湖の若柳・嵐
山の森にてお箸作りの会を開きまし
た。そのイベントには大阪大学大学
院の方や東京都市大学の方など様々
な大学から四名の学生とForest 
Nova☆から三名の学生が参加しま
した。このお箸作りの会は大阪大学
院の学生の方からお声を掛けていた
だき実現することが出来ました。こ
の学生の方と出会ったのは四年前の
全国大学生環境活動コンテスト
（ecocon2011）です。このコンテ
ストのグループ選考の際に同じグル

ープに
な

り、互いの活動を発表したのが始ま
りです。結果的にはForest Nova☆
が決勝選考に上がることになりまし
たが、私たちの活動を理解してもら
い、決勝選考でも応援をして頂きま
した。それからはほぼ毎年の長期休
みに自団体の学生や他の団体の方々
と嵐山の森まで来て、山頂までの道
のりを一緒に散策したり、Forest 
Nova☆の森の木材を使用して木工
をしたりしています。 
　今回の箸づくりの会は午後から嵐
山の森に向かいました。参加者の半
数が嵐山に来るのが初めてというこ
ともあったので、嵐山の散策から始
まりました。散策では雪の積もって
いる中、Forest Nova☆の森～水源
の見える橋～山頂という流れで登っ
ていく予定でしたが、中腹から山頂
までの坂道に雪が積もっていたた
め、危険と判断して違うルートを用
いて下山をしました。しかし天気は
とてもよく、山の中腹からでも、と
ても良い景色を見ることが出来まし
た。山から無事に下山した後は、

Forest Nova☆の森の木材を使用し
てお箸作りを行いました。皆さんが
全く違うお箸をつくり、中には自分
の手に合ったお箸を作った方や串の
ように細いお箸など、その人の個性
が出たお箸が完成しました。最後は
そのお箸で焼き芋や玉葱などを焼い
て食べました。実際に自分で削って
磨いたお箸をすぐに使ってご飯を食
べられたのが、参加者の方からとて
も好評でした。 
数年前のコンテストのグループが一
緒でお互いの発表をした事がきっか
けで、始まった私たちの知らない森
での交流。でもその関係が今でもつ
ながっていて、私たちの森に来たい
という方々がいます。毎月の活動に
参加していただくことは、中々難し
いことかもしれませんが、その一度
の森に来てもらう機会に、より森を
感じて森のことを考えてもらえるよ
うに自分たちも考えていきたいで
す。 !

釜谷　優太（Forest Nova） 

　 昼食時には５月に開催される「相
模原市若葉まつり」に出展予定の長
瀬さん作「潤ちゃん号」が披露され
る。小さな子供が乗るこの木製三輪
車の周りには何名ものメンバーが興
味深そうに集まっていた。完成はこ
れからのよう。 
　 午後。木工班のＭＯＭＡ工房から
はトントントンという心地よい槌の
響きが森に響く。柱材のほぞ穴を彫
るノミの音。その音に誘われるよう
に各班の作業は進んでいく。森林整
備班は３２本もの材降ろし。高井戸
中は望星高校と協力してスギを２本
間伐。生命の森宣言東京も下刈りと
間伐を完了。このところ実労働をし
ていない私も久々にノバの木工班に
加わりコルクボードの額づくりに専
念することができた。 
　 ノバの卒業する先輩たちへの思い

が槌の音と重なり、いつまでも心の
中に響いていた一日であった。 

!
内野　郁夫（本会理事） 
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[コラム]「森の話」第9回 
シダという植物 !
シダ植物は花を咲かせません。
種子もなく、胞子で繁殖します。
ちょっと見には地味。しかもどれ
もよく似ているため、関心を持た
れることはあまりないように思わ
れます。しかし、へそ曲がりなの
か、花屋さんに売られている豪華
なランよりも私は何故かシダに惹
かれます。これはキノコにもいえ
ることです。 
　緑のダムの活動拠点である嵐
山にはヌリワラビ、サイゴクイノ
デ、小原の森にはキヨスミヒメワ
ラビ、ツヤナシイノデなど神奈川
県内ではかなり希少なシダが分布
しています。嵐山の特に寺跡付近
はシダの隠れた宝庫かも知れませ
ん。大事にしたい区画です。 
　では、シダとはそもそもどの
ような植物なのでしょうか。 
クックソニアと呼ばれる植物が
あります。４億１０００万年前、
古生代シルル紀中期の地層から発
見された植物で、植物体化石とし
ては最古のものです。高さ１０ｃ
ｍと小型で葉、茎の分化はなく、
２分岐した軸の先端に胞子の入る

丸い袋をつけた極めて単純な形態
をしていました。しかし、この植
物は水や養分の通道組織こそある
ものの、それが木質素と呼ばれる
リグニンで強化されることはな
く、姿・形からもシダでもなけれ
ばコケでもない植物だったと考え
られています。 
その後のデボン紀になると通道
組織の細胞壁が二次的に肥厚・強
化された植物群が登場しました。
リニアです。２分岐した体制はや
はり小柄で、現在のマツバランに
似ていたようですが、これが現在
見るシダ植物の直接の祖先かどう
かは不明です。 
さらに時代を経て石炭紀になる
と蘆木、鱗木を初めとする樹高２
０～４０ｍにも達する大型シダの
大森林が地上を広く覆うようにな
りました。シダ植物の全盛期で
す。恐竜たちがわがもの顔にのし
歩くよりもずいぶん前のこと。い
ま人間が利用している石炭の多く
はこの時代に堆積した植物遺体に
よるものです。そんな古い時代か
ら現在に至るまで、シダは変わる
ことなく胞子によって子孫を残し
てきました。 
シダの葉の裏を見ると、茶褐色
をした袋状の組織に気づくでしょ
う。胞子嚢と呼ばれるもので、こ
こから胞子が飛散されます。胞子
は条件のよいところに到着すると
発芽し、やがて前葉体と呼ばれる
小さく薄い植物体を形成します。
ここには精子をつくる器官と卵を
つくる器官が存在します。例外は

ありま

すが、この時、運よく雨が降り湿
った環境になると、前葉体から精
子が水中を泳ぎ、近くにある同種
の前葉体の卵に到達し、そこで初
めて受精が行われます。幼植物の
誕生です。 
　ただ、この繁殖方法には難が
あります。前葉体が非常に脆弱で
あること、受精するためには水が
必要であり、なおかつ近くに運よ
く同種の前葉体がなければならな
いという制約があり、あまり効率
的でないことです。現在もっとも
繁栄している種子植物は卵が親植
物にとどまり、雄胞子（花粉）を
待つという仕組みになっていま
す。花粉の運び手は風や昆虫た
ち。後者を呼び寄せるため、花は
蜜を用意するようになりました。
いかに確実に、効率的に子孫を残
すか。そんな工夫の歴史を植物た
ちはたどってきたようです。 
種子植物はシダ植物から進化、
発展しました。何億年という気の
遠くなるような歳月の中で試行錯
誤を繰り返し、幾多の絶滅を経な
がらも現在に至っています。 
話は変わりますが、私の好きな
スイス人画家パウル・クレーの絵
にはしばしばゼンマイのようなシ
ダを想起させる形象が登場しま
す。バーゼル美術館に収蔵されて
いる「アド・マルギネム」は彼の
最高傑作のひとつですが、作品に
はこの世界の始原、生命発生の謎
を鋭い感性で見つめ捉えたクレー
の想像力が見事に結晶化している
ように思われます。シダ植物はそ
の象徴だったのでしょう。 !
太古の面影を残すシダ植物。そ
こに秘められた遥かな時間が私を
魅了するのかもしれません。 !

内野　郁夫（本会、理事）
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[連載１]  
相模湖・若者の森づくり
から !
　地球環境部では、この冬も枝打
ちを行いました。枝打ちはそのハ
シゴの高さ、スリルからくる緊張
感、そして枝打ち後の達成感が特
に多く、生徒に人気のある作業で
す。先月活動した生徒の感想をご
紹介します。 !
　僕は、枝打ちがとても楽しく感
じました。しかしもともとぼくは
あまり枝打ちが楽しみではありま
せんでした。間伐に比べ少し地味
な印象があったからです。です
が、枝打ちを始めてみると印象は
がらりと変わりました。確かに、
木に登るのは少し怖くて、また手
がかじかみます。作業も地味で
す。しかし、あたりに光が差し込
んだ解放感や、木の上から見る景
色、木が一本終わったときの達成
感は他にはないものがありまし
た。これから枝打ちは２、３カ月
行います。僕は、枝打ちを楽しみ

ながら、より森の整備がより進
み、よりよい森となっていくよう
手早くかつ丁寧に作業を行いたい
です。（１年男子） !
　僕は枝打ちの作業をしました。
最初やった時は少しのぼると怖く
なって、全然切れませんでした
が、二回、三回、とやってみる
と、枝を切るのに夢中になって、
高さなんて全く気にしなくなりま
した。何回かやっていて、僕は枝
打ちの楽しいところがわかりまし
た。一つ目は、すべての枝を切っ
た時とてもすっきりするのがとて
もストレス解消になります。二つ
目は、高いところでの作業が、と
てもスリルがあるところです。何
回もやっていて、慣れてはいまし
たが、やはり高い所に行くと怖く
なってしまいます。でもその場所
で作業をするのはとても楽しいで
す。今回の枝打ち作業で、新しい
作業ができたのはとてもうれしい
です。今回の経験を今後の作業に
生かし、よりよい森を作っていき
たいです。（１年男子） !

　私は初めて森に行きました。森
に行くまでの私は森をあまく見て
いました。しかし実際に森に行
き、作業などをするにつれてすご
く大変で、木に登ることがやっと
でした。そして林業をやってらっ
しゃる方の思いがすごくわかり、
今自分がやっていることは、すご
く責任のあることなのだと感じま
した。私は森へ入って一番最初に
気付いたことは、光がはいってい
るところもあるが、入っていない
ところも意外と多いということで
した。そして、急な斜面で作業が
やりづらかったことも印象に残り
ました。毎日そんな苦労をしてい
る林業の方々に感謝の気持ちでい
っぱいです。また、貴重な体験が
できいい経験になりました。次回
も必ず参加します。（１年男子） !
　初めて枝打ちを行った１年生ら
しいコメントだったと思います。
これからも安全に配慮し作業を続
けたいと思います。 !

宮村　連理（本会、理事） 

[報告２]  
南相馬市の 

ボランティア群像 !!
　平成24年10月私が薄井・小野両
君と南相馬市の災害復旧復興ボラン
ティア活動に参加して以来早くも2
年半が過ぎようとしている。この4
月末に予定している活動も含めると
私達の活動も延べ七回を数える事と
なる。各回の活動内容等に関しては
都度報告をしてきたが、今回は視点

を変えて、私達と同じ日に活動され
ていた別グループ等で私の記憶に残
った方々を三例報告したい。 !
[1] 私達が初めて参加した平成24年
10月の活動の時、鹿島地区のボラン
ティアセンターに集合したところ茶
髪・剃り込みの頭で多摩ナンバーの
オートバイに乗り後ろに女性を乗せ
た如何にもヤンキーと観られる青年
がいた。センター集合時間のＡＭ
8:45に間に合う様彼等は前日に多摩
を出発し夜中走ってきたと言う。そ
してマッチングで割り当てられた作

業場所に其処で使う必要な道具を積
み込み黙々と出発して行った。 !
[2] 平成25年7月小高地区の津波に
襲われた民家での作業の時、名古屋
から観光バスを仕立てて来た｢中日
ドラゴンズ｣私設応援団の若者達10
数名と我々老人グループとが協同で
作業を行った。彼等は明治神宮球場
で行われるドラゴンズの試合の応援
の為に観光バスで東京に向う途中
(？)、南相馬に寄ってボランティア
活動をしに来たのだと言う。作業の
内容は水を吸って崩れかけた畳と



!
参加にあたって： 
初参加者は、9時15分までにJR
相模湖駅前集合してください。
服装、持ち物については、汚れ
ても良い服装、着替え、滑らな
い靴　成るべく皮製手袋、万一
の怪我に備えて保険証、飲料水、
主食；自分の食器(お椀・お箸) !
危機管理・救急対応： 
危険管理・救急体制・森林ボラ
ンテイア保険の準備の他、会と
して可能な限りの体制を敷いて
いますが「怪我・事故は、自己
責任」です。 !!

NPO法人 
緑のダム北相模

急がず、無理せず、楽しく、休まず、 
ボチボチと・・。 
そして、沢山の参加で森は、良くなる。 
（台風の日は勉強会開催。１６年間、 
一日も休まず“継続は力”。）
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か、汚染物が詰め込まれた大きな破れ
かかった袋だとかを別の場所に積み上
げたり、新しい大きな袋に入れ替える
という作業で有った。我々老人の手で
は可也の時間を要するのでは？と思っ
ていたところ、リーダーと思しき若者
が｢俺らはバカだけど力は有るから俺
らに任せて、おじ(い？)さん達は見学
でもしてなよ｣と言ってアッと言うま
に午前中で片付け、サッサとバスに乗
り込んで東京に去って行ってしまっ
た。 !
[3] 平成26年4月小高クリーンセンタ
ーで津波に流されるも回収された遺失
物の整理作業の時、トルコ定住の老婦
人で日本に居るお孫さんに会いに来た

序でにボランティア活動をしに来たと
言う(尤もお孫さんの所に2日この活
動に一週間滞在と謂うのだから、序で
にと言うのは謙遜と解る)。その動機
はトルコ国は独立の際に大変日本にお
世話になったからと言う。この話をど
こかの総理大臣に聞かせたいモンダ。 !

井伊　直允（本会、会員） !!!!!!
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